
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ご報告】 この度、伊達淳一郎は民進党を離れ、立憲民主党に入党致しました。 

学生時代より、民主党→民進党と所属し、二大政党制の確立を目指して、汗を流して参りましたが 

昨年の総選挙時の自爆的な民進党分裂により、再び政権を担う力と信頼は失われてしまいました。 

このような状況となり残念でなりません。立憲民主党にその力があるかは現状では未知数ですが、再び自民

党と対抗し得る勢力の中心となるよう、地元の末松義規衆議院議員と連携しながら、まずは国分寺市の声

をしっかり届けていくことを第一に、変わることなく是々非々の立場で市政に取り組んで参ります。 

皆様方のご理解と、引き続きのご支援をお願いいたします。   
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国分寺市議会議員 

 

 

立憲民主編集部 

〒102-0093 

東京都千代田区平河町 

2-12-4 ふじビル 3F 

Tel.03-6811-2301 

Fax.03-6811-2302 

goiken@cp-japan.net 

http://cdp-japan.jp/ 

2018 年 4 月号 

国分寺市版 

1982 年 広島県生まれ 東京都育ち 法政大学法学部政治学科卒業 
末松義規衆議院議員の公設第一秘書等を経て市議会に当選（１期目） 
 
家族・・・妻、娘（6 歳）、息子（0 歳） 趣味・・・野球、空手（黒帯）、料理 

所属委員会 ： 文教子ども委員会（常任委員会） 

国分寺駅周辺整備特別委員会 副委員長 
 

 

国分寺市議会議員 伊達淳一郎 

国分寺市議会 3月定例会にて 

約 450 億円の一般会計予算が成立致しました！ 
7 日間にわたる、予算特別委員会での審議を経て、一般会計 449.5 億円、特別会計 268.3 億円の 

平成 30 年度予算が可決成立致しました（賛成 20 反対 3 私は賛成）。 

 

民生費

214億

教育費

54億

土木費

45億

公債費
借金返済

17億

その他

120億

↑平成３０年度 一般会計歳出予算 

 

 

国分寺市の財政をカンタンに説明すると・・・ 

➀市税は 226.4 億円。今後も市の税収が大きく伸びる見込みはない。 

➁市の借金は 291 億。10 年前の半分程度まで減ってきている。 

➂ 国分寺駅北口の再開発が一段落し、その分の支出は減少。 

④福祉や生活保護、保育園関係の「民生費」はこの 10 年で約 100 億増。 

⑤公共施設の耐用年数が近づき、順次建て替えや長寿命化が必要に。 

⑥総合的には多摩 26市の中で財政の健全さは上位にある。 
 
「国分寺市は貧乏だから…」という声を市民の方からよく伺います。 

以前は市の借金も多く、確かに苦しい状況でしたが、最近では借金の返済

も進み、貯金も増えてきています。他市と比べても、財政の厳しい自治体

という状況ではありません。しかし、今後の少子高齢化や公共施設の建て

替えなど、更なる支出増が見込まれており、「余裕がある」と言えるところ 

まで到達するのは正直、難しいのが現状です。 

市の基金（貯金）の状況 

財政調整基金 53.3 億円 

公共施設整備基金 14.3 億円 

庁舎建設基金 40 億円 

その他基金 5.3 億円 

合計 約 113 億円 

  

ど～なってるの？？国分寺市の財政状況 解 説 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2)                              立憲民主                         

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035国分寺市西町 4-1 けやき台団地 38-303    

TEL：070-2833-5666  FAX：042-534-9123  

ホームページ：www.datejun16.net メール：info@datejun16.net 
 

 

 

 

市役所の新庁舎建設に向けた基本構想策定（建設場所の方向性） 

国立駅、国分寺駅に市の出張所がオープン 

西国分寺駅等の周辺整備担当部署が新設 

稲荷坂通りの残り部分の舗装打替え工事（坂道のすべり止めを要望） 
 
保険診療外となる特定不妊治療への市独自の助成（3 万円） 

保育所を 3園新設、既存園の拡張で 183 名の定員増。7小校庭に学童設置、民設学童も誘致 

全小・中学校に楽器購入、維持等の費用を補助（各校 50 万円） 
 
脳ドック検診がスタート（国分寺病院にて通常より割安で受診できます 1 万 5千円） 

骨髄移植ドナー支援（ドナーになった方と、その勤務先に助成金） ※伊達の提案が実現 
 

木造住宅密集地域への感震ブレーカー無償配布（高齢者や障がい者のいる世帯対象） 

震災時に速やかな「り災証明」発行を行うための支援システム導入 ※伊達の提案が実現 
 

※ご関心のある内容がありましたら、ご説明いたしますので下記までご一報下さい！ 

     平成 30 年度の国分寺市主要事業 ※主なものを紹介します 
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大型マンション建設による市政への影響について 
 
国分寺駅のツインタワー（58３戸）と日立中央研究所に隣接する大型マンシ

ョン（４９４戸）の入居が始まり、人口も２０００人くらい増加するとのことです。 

このご時世に人口が大きく増えるのはありがたいことで、市税も５億近い増収

が予想され、周辺への経済効果も見込まれます。 

後者のマンションはファミリータイプの物件が多いとのことで、現在問題と 

なっている小学校の教室不足や保育園の入所に影響があるかもしれません。 

今後の転入者の状況をしっかりとチェックし、対応を適切に判断していく事を

強く求めているところです。 

↑国分寺駅に新ホールなどが開館！ 

 

 

 

 

 

 

予 算 委 員 会 質 疑 

高齢者の熱中症対策・・・民生委員中心で 6 月～9 月に高齢者宅を訪問し、熱中症予防の啓発を行っ

ているが、暑さが厳しくなる前に回りきれるように要望。回られる民生委員の方の体調管理も要望。 

出産、介護等で離職した女性の就業支援・・・企業と連携し、諸事情で離職された女性への職業訓練

や講座を行う。事業拡大に際し、再就職者の目標値を確認し、受講者への継続的な支援を要望。 

生活保護・・・働ける世代の就労支援担当に嘱託職員を 2名配置。支援の内容をチェックするとともに 

伸び続ける生活保護世帯の医療費抑制のため、検診やジェネリック医薬品の更なる推進を要望。 

国分寺駅の新施設の白い床・・・cocobunji プラザは白い床で汚れが目立つ。計上されている清掃費

には床の保守費用は含まれているのか確認したが含まれておらず。汚れが沈着する前の対応を要請。 

感震ブレーカーの設置支援・・・ブレーカーは高い位置にあることが多く、高齢者が設置の際に転倒 

などの危険性も高い。独居者などには市で設置をすべきではと提案。 

市は原則は自身での設置だが、難しい場合は設置もサポートしていくようにすると答弁。 

 

～私が行った質疑の一部をご報告します～  

 

 

 

 

 


